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３．事後評価結果 

植物の三次元構造は、生産性、品質、作業性など作物生産を多方面から左右する極めて大きな要

因である。これまで、複数の方向から撮影された画像群から物体の三次元形状を再現する、三次元

復元技術が広く研究されてきたが、葉などによる複雑な遮蔽などにより正確な復元は困難であった。

本研究は、深層学習および三次元復元技術を応用し、植物を複数方向から撮影した画像から、葉な

どに隠れた部分も含む植物の形状を、一本の枝、一枚の葉に至るまで正確に復元するための技術を

開発した。本技術は、三次元空間中のどの部分で枝が分かれ、どこにどのような形の葉があるかを

高精度に再現するもので、枝ごとに作物の成長を時系列に沿って自動的に追跡することや、ロボッ

トによる作物の剪定・収穫など、未来の栽培技術への応用が期待できる優れた成果である。 


